
 今日の我が家のメニューから、同じ材料で作る取り分け離乳食を一緒に考え、こつを伝え、
親もしっかりと食事ができるように取り組んでいます。
子育ての大変さの荷物を降ろし、リラックスする場があることで、親同士の繋がりが生まれています

・食べさせ方にも注意を払いながら対応しています。
・触れ合い遊び、森の散歩、遊ぶことで赤ちゃんの生活リズムを整えることもできています。
 
 

離乳食が終わってよちよち歩きはじめた赤ちゃん〜こどもたちのクラス
（1.5〜2.5歳目安）

毎週火曜日、のびるねのお家で活動します！（登録が必要です。初回は体験できます）
給食付き（大人500円　こども350円）

放課後ひろば

土

のびるねのお家の森の中で活動中！。
クリスマスには森でキャンドル灯そうか

森のようちえん・こどもの里のびるね

放課後の子どもの居場所。だれでも参加できます！
のびるねの森で月1回活動中！ファイヤーピッド、秘密基地つくり…
集まったみんなで考えてやってみよう。遊びに来てね！

もぐもぐごっくん/取り分け離乳食・おかあさんと赤ちゃんの日

1２月１２日金曜日1５:00〜1７:00

水曜日または木曜日開催　

９：３０～１２：００

登録制・初回は登録なしで体験できます。

０歳～離乳食完了まで(1.5歳目安）

今月ののびるね

おやこぐみ☆よちよちクラス

発行：森のようちえん

 こどもの里のびるね

２０２５.　　　月

No.４

1２月１３日土曜日11:00〜13:00

ゆびきりげんまん/こども食堂

予約はこちらから
当日も空いていれば参加できます。

※水曜日は三歳児のみ登園

9:00~15:00月・火・水・木・金

物語

日 月 火 水 木 金

←前回は七五三にちなんで
お赤飯！里芋コロッケも
一緒に♪

特定非営利活動法人みんなのひろば
森のようちえんこどもの里のびるね
〒359-0001　所沢市下富605-1

✉kodomonosato.nobirune02@gmail.com
🏠https://nobirune.com
📞050-1726-3725（代表）

＊2026年度入園申込受付中
　 途中入園も受付しています。

おやこぐみに登録すると、ようちえんの活動日
にいつでも親子で参加できます

おやこぐみは９：３0~12:00

事前申し込みで給食が食べられます。

初回は登録なしで体験できます。お問い合わせください。

自分で歩き始めて、自分で自由に好きなところに行けるようになったこどもたち。ようちえんや親子組のこ
どもたちと過ごしながら、よちよちのペースに合わせて外遊びを中心に活動します。

1２　

もぐもぐ

※２０２６年度から

9:00~14:00（延長対応あり）
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冬休み
～2026.1.8まで

おやこぐみ

としこしの会

・・・おやこぐみ参加可能日

＊煮込みハンバーグ＊サラダ、スープ
＊米粉ケーキ(別料金)

森のクリスマス食堂

のびるね森の自然学校



子どもたちと中新井スカイマンションの前にある「富士見公園」まで散歩に出かけました。

遊具のないグラウンドの方を駆け回り、斜面を上り下りし、続いて遊具の方ではローラー滑り台
や、ブランコ、アスレティック遊具を思う存分満喫しました。
帰りはカートなので、ぎりぎりまで遊び、お弁当を運んでもらい公園で食事をして帰りました。

のびるねにいたら、豊かな遊びが広がり、飽きることなく遊べます。なのでわざわざ、危険を冒
して子どもたちを別の場所に連れ出さなくても良いのではないかと思います。
一歩公道に出れば、のびるねの前の道も大きなトラックがビュンビ ュン走っています。散歩中の
子どもたちが事故にあったというケースもあります。 保育としては命がけです。

でも保育や、教育は社会と切り離して行われるのは違うのではないかと私は思っています。子ど
もたちの生きる場所は、安全は保障されている学校や施設の中だけでは無く、もっと地域の中で
生き生きと活動できるような世の中であってほしいと願います。

夢のようですが、現にイタリアのレッジョエミリアと言う都市で実践されています。
「子どもは無限の可能性を持つ一人の市民である」とし、地域社会全体で支え、育てる意識は、
子どもの見守りや、サポートなども連携して行われ、安心して成長できる環境を作り出していま
す。子どもたちがいることで、地域は活性化し、繋がりも生まれると言うメリットもたくさんあ
ります。
 今の日本では保育園、幼稚園同士、学校ともが繋がるのも難しいです。先生たち、親たちの意識
をちょっと変えたら 可能だと思うのですが…難しいのかな？
街の中に子どもたちが遊びまわる姿もほとんど見受けられないのですから。

 だから、のびるねっ子は外に出てフィールドを広げて行きます。一歩外に出れば、好き勝手に歩
いたり、走ったりすると危険なことを知ること。だから手をつないで歩くこと、信号を見て横断
歩道を渡ること、車の走る所と、人が歩く所を見分ける事、楽しいおしゃべりをしながらの散歩
になるのですが時々にたくさんの学びがあり、実体験として 社会のルールを身に着けていきま
す。

勿論大人が子どもの身を守るのは当たり前ですが、絶対大丈夫な保証はどこにもありません。
大人の目が離れた時も、自分の命を自分で守る力も併せて育てていかなければと思うのです。
のびるねにはない環境でのいろいろなあそびが、突然起こるハプニングにも対応できる、自身の
身を守る体の使い方を身に 着けていくことにも繋がるのです。

ひとり立ちして通学が始まる４月に小学１年生の交通事故が多いと言われています。せめて自分
の住む街を、ご近所を、子どもと手を繋ぎ歩くことを実践してみることをお勧めします。

＊12月12日　放課後ひろば

＊12月13日　こども食堂ゆびきりげんまん

＊1２月19日　のびるね・としこしの会(おやこぐみ・ようちえん合同）

　　　　　　　冬休み開始

＊1２月23日～1２月26日　のびるね森の自然学校

最新情報はInstagram・公式LINEでチェック！

のびるねの予定

「四季のさえずり」より再掲（ゆきえ）

のびるねの森のお話

こどもと手をつないで街を歩こう！

すっかり秋の気配。ひなたが暖かく、
おひさまのありがたさを感じます。
お散歩も楽しい時間。

生活クラブ埼玉主催のどんぐり村の秋まつりに出展しました。
雑木林の中にグリーンコーヒーや二ホンミツバチミツロウのせ
っけんなど珍しいブースもあり、のびるねの展示を見てもら
い、いろんな方にお話しすることができました。マリエさんの
お野菜も好評でした！

1１月１６日　富岡文化祭参加

1１月１６日　どんぐり村の秋まつり参加

「おっぺすとみおか（富岡地域福祉ネットワーク）」の一員とし
て、富岡まちづくりセンターで行われた富岡地区の文化祭で、大型
絵本や紙芝居の読み聞かせをしてきました。遊びに来ていた子ども
たちと楽しい時間を過ごすことができました！

1１月２７日　懇談会とアート

在園児保護者2回目の懇談会。家での過ごし方や悩んでいることなど出し合いました。
お母さんたちはそれぞれの話に耳を傾けたり、質問したりしながら交流、和やかな時間
が持てました。そのあと、クリスマスのキャンドルホルダー作り。とても素敵な作品が
出来上がりました！こうした保護者同士の
交流・つながりつくりを今後も大切にして
いきたいと思います。

1１月３０日　ミキプルーン文庫寄贈式&森の図書館

ミキプルーンでお馴染みの三木商事主催のこどもみらいプロジェクト
「ミキプルーン文庫」。それと一緒に森の図書館を開催！
詳細は次号でお伝えしますが、のびるねにたくさん本がやって来ていま
す！
絵本はもとより、小学生向けの本、大型絵本、紙芝居もありますよ！
これからのびるね文庫、たくさん利用してくださいね♪


